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令和５年度予算主なもの一 般 会 計一 般 会 計

未来へ向け積極的な予算編成
　
令
和
５
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
６

日
か
ら
24

日
ま
で
の
19

日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
並
び
に
条
例
改
正
な
ど
37

議

案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
佐
川
地
区
移
住
定
住
促
進

住
宅
と
交
流
拠
点
施
設
を
民
間
と
連
携

し
て
の
整
備
。
子
育
て
支
援
や
教
育
環

境
の
整
備
と
し
て
保
育
料
の
無
償
化
や

義
務
教
育
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の
継

続
。
町
の
魅
力
づ
く
り
と
情
報
発
信
と

し
て
、
「
水
の
ふ
る
さ
と
奥
大
山
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
宣
言
」
を
起
点
に
５
月
に
は
奥
大

山
自
然
塾
を
開
校
し
、
併
せ
て
隣
接
す

る
木
谷
沢
渓
流
の
整
備
。
ま
た
、
せ
せ

ら
ぎ
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
、
町
内
の

公
共
施
設
に
つ
い
て
、
新
た
な
民
間
企

業
と
連
携
協
力
し
て
の
活
性
化
。
さ
ら

に
、
鳥
取
大
学
、
鳥
取
県
文
化
振
興
財

団
と
学
術
文
化
面
の
連
携
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
検
討
課
題

と
し
て
旧
役
場
庁
舎
跡
地
を
は
じ
め
と

す
る
遊
休
施
設
の
用
地
化
や
空
き
家
の

活
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
総
額
は
49

億
５
千
万
円

と
な
り
、
特
別
会
計
11

会
計
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
、
13

億
９
千
万
円
で
合
計

63

億
４
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
一
般
会

計
予
算
と
し
て
は
前
年
対
比
１
２
３
．

１
パ
ー
セ
ン
ト
の
積
極
的
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

５
年
度
予
算 

他

一
般
質
問

移住促進住宅整備
事業（新規）

2億5,000万7千円

地域交流拠点施設
整備事業（新規）
2億922万8千円

DX推進事業
（新規）

8,830万6千円

SDGｓ推進関連
事業（新規）
6,646万円

奥大山自然塾推進
事業（新規）

2,040万4千円

サテライトオフィス
整備事業（新規）
6,200万円

出生御祝金の増額
（継続）
235万円

新甘泉圃場整備
事業（新規）
1,400万円

学校給食費無償化
事業（継続）
617万2千円

奥大山ウエルカム
奨学金
120万円

Wi-Fi環境整備
補助（継続）
652万8千円

せせらぎ公園
トイレ設置事業
120万９千円

議
員
発
議
・
陳
情
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歳入歳出

繰出金

6.7％

扶助費

5.2％

維持補修費

6.3％

その他

2.4％

地方交付税

町税

県支出金

町債

繰入金

国庫支出金

その他

合計

人件費

物件費

補助費等

公債費

繰出金

扶助費

普通建設事業費

維持補修費

その他

合計

歳

　出

歳

　入

説　明令和５年度 増　減項　目

16億円

6億9,500万円

4億3,671万円

4億780万円

2億8,372万円

５億7,790万円

9億4,887万円

49億5,000万円

8億490万円

15億8,323万円

8億5,697万円

4億4,202万円

3億2,920万円

2億5,639万円

2億4,547万円

3億985万円

1億2,970万円

49億5,000万円

令和４年度

15億4,500円

7億663万円

4億3,842万円

2億8,740万円

2億1,387万円

2億8,887万円

5億3,981万円

40億2,000万円

7億4,873万円

9億9,893万円

7億518万円

4億1,191万円

3億1,686万円

2億5,264万円

2億4,209万円

1億9,406万円

1億4,960万円

40億2,000万円

5,500万円

△1,163万円

△171万円

1億2,040万円

6,985万円

2億8,903万円

4億906万円

9億3,000万円

5,617万円

5億8,430万円

1億5,179万円

3,011万円

1,234万円

375万円

338万円

1億1,579万円

△1,990万円

9億3,000万円

国税からの交付金

町民、企業からの税金

県から交付されるお金

町の借金

基金から繰り入れるお金

国から交付されるお金

ふるさと応援基金寄付金他

職員の給与、議員等の報酬

各施設整備事業等

ふるさと納税返礼品他

町の借金の返済分

特別会計への繰出し分

法令に基づき支出されるもの

各施設維持管理修繕等

（単位：万円）

令和５年度予算、一般会計49億5000万円　前年比123.1％

物件費

32.0％

普通建設事業費

5.0％

人件費

16.3％

補助費等

17.2％

公債費

8.9％

地方交付税

32.3％

町債

8.2％

繰入金

5.7％ 町税

14.0％

国庫支出金

11.7％

県支出金

8.8％

その他

19.3％

江府町制施行70周年の年
な
っ
て
い
ま
す
。

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

５
年
度
予
算 

他

一
般
質
問

組
合
議
会

49億5,000万円

歳　出
49億5,000万円

歳　入

サテライトオフィス整備、

消防署移転整備事業等
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特 別 会 計（1１会計）特 別 会 計（1１会計）

　特別会計、公営企業会計については３月14日に審査が行われ３月24日の最終日に参考

意見が付され、いずれも可決されました。

　令和５年度は、住宅新築資金貸付事業特別会計に代わり、新たに移住促進住宅特別会

計が計上されました。これは令和5年度に佐川地区に整備完成予定の江府町移住促進住宅

（12戸）について、維持管理運営を行うものです。

　奥大山自然塾開校に伴う周辺整備や国民健康保険特別会計（事業勘定）（施設勘定）に

おいては多数の意見が交わされました。詳細は以下（４ページ・11ページ）の通りです。

公営企業会計  （２会計）公営企業会計  （２会計）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

公  営  企  業  会  計 令和４年度令和５年度 増減額 負担金補助・出資金

特   別   会   計 令和４年度令和５年度 増減額 繰入金

移住促進住宅

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

−

3億5,892万円

2億3,607万円

5億9,360万円

293万円

1億1,155万円

5,606万円

2,054万円

230万円

166万円

430万円

13億8,793万円

704万円

3億3,649万円

2億7,726万円

5億9,516万円

327万円

8,654万円

5,526万円

2,199万円

223万円

158万円

394万円

13億9,076万円

704万円

△2,243万円

4,119万円

156万円

34万円

△2,501万円

△80万円

145万円

△7万円

△8万円

△36万円

283万円

510万円

2,396万円

8,371万円

1億401万円

0円

6,744万円

1,826万円

2,199万円

0円

0円

80万円

3億3,008万円合　　計

7,554万円

1億1,521万円

1億8,416万円

2億103万円

1億7,412万円

1億8,716万円

1億2,915万円

1億6,926万円

7,760万円

1億2,023万円

1億763万円

1億2,069万円

1億5,605万円

1億6,699万円

1億5,762万円

1億9,924万円

206万円

502万円

△7,653万円

△8,034万円

△1,807万円

△2,017万円

2,847万円

2,998万円

2,825万円

5,163万円

7,410万円

7,432万円

簡易水道事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

下水道等事業

　収益的収入

　収益的支出

　資本的収入

　資本的支出

（単位：万円）

（単位：万円）

５
年
度
予
算 

他

議
員
発
議
・
陳
情
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会

第１回江府町議会臨時会

令和4年度江府町一般会計補正予算（第10号）について

　補正前　5,042,583千円　　補正額　10,690千円　　補正後　5,053,273千円
（主な内訳）
歳　入
　出産・子育て応援交付金（国庫補助金　1,000千円、県補助金　250千円）
　　寄附金（企業版ふるさと納税　9,440千円）
歳　出
総務費

　財産管理費
　　旧庁舎及び高齢者創作館解体工事費（増工分）12,028千円
　　旧JA神奈川支所購入経費　12,239千円
　過疎バス対策費
　　日ノ丸自動車路線維持支援金　981千円
　交流施設管理費
　　大山プラネタリ―キャンパス整備委託料　9,440千円
　地方創生推進交付金事業費
　　移住促進住宅整備事業　不法投棄物処分委託料　18,051千円
　　　　　　　　　　　　　木材等解体処分増工経費　5,755千円
　戸籍住民基本台帳費
　　出産・子育て応援事業　750千円
衛生費

　母子衛生費
　　出産・子育て応援事業　1,500千円
商工費

　観光施設管理事業費
　　索道会計繰出金（エバーランド第2リフト購入追加経費）3,970千円

1月19日に、第1回江府町議会臨時会が開催されました。

第２回江府町議会３月定例会
令和4年度江府町一般会計補正予算（第11号）

　補正前　5,053,273千円　　補正額　△119,202千円　　補正後　4,934,071千円
　内訳については、除雪対応やそれに伴う緊急対応のものがありますが、全体で決算
　の見込みにより減額となっています。

  ●事業をピックアップ
　旧庁舎及び高齢者創作館解体工事の契約額

　　　　　変更前　　82,500,000円
　　　　　変更後　　95,027,900円
　奥大山江府学園教育用タブレット購入

　　契約金額　　　　　  9,284,000円
　財産の取得（旧ＪＡ神奈川支所）

　　取得金額　　　　　12,238,004円（内訳：土地 3,812,462円、建物 8,425,542円）
　　※建物のうち倉庫部分の屋根の修繕が必要であり、取得金額から減額されることとなった。（3月議会で変更を承認）

　　　　　変更前　　8,425,542円
　　　　　変更後　　7,677,542円（差額748,000円は修繕料相当分）

５
年
度
予
算 

他
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

　

予
算
の
審
議

　役
場
の
す
べ
て
の
課
及
び

出
納
室
・
農
業
委
員
会
・
議

会
事
務
局
の
予
算
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⓠ
江
尾
マ
ー
ケ
ッ
ト
解
体
の
委

託
設
計
に
つ
い
て
、
経
営
者
の

了
解
は
？

Ⓐ
了
解
は
取
れ
て
い
ま
す
。

Ⓠ
こ
の
度
の
大
雪
を
考
え
る
と
、

役
場
車
庫
の
新
設
が
必
要
で

は
？

Ⓐ
６
年
度
に
向
け
て
検
討
を
始

め
ま
す
。

Ⓠ
旧
米
原
分
校
の
活
用
状
況

は
？

Ⓐ
校
舎
の
改
修
を
進
め
、
活
用

を
活
発
に
し
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
交
通
安
全
指
導
員
は
、
受
け

手
が
な
い
と
聞
く
が
、
報
酬
の

改
善
等
を
検
討
す
べ
き
で
は
？

Ⓐ
今
後
、
受
け
て
頂
き
や
す
い

対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
ト
イ
レ
は

早
く
出
来
な
い
か
？

Ⓐ
ト
イ
レ
の
仕
様
や
倉
庫
な
ど

へ
の
要
望
と
合
わ
せ
検
討
が
必

要
で
す
。

Ⓠ
小
水
力
発
電
の
募
集
が
あ
っ

た
が
結
果
は
？

Ⓐ
３
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

調
査
に
よ
れ
ば
、
候
補
地
は
18

か
所
位
あ
る
が
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の

内
容
充
実
は
？

Ⓐ
物
品
の
充
実
と
と
も
に
、
町

内
に
人
を
呼
び
込
む
こ
と
も
考

え
て
い
き
ま
す
。 

Ⓠ
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
対
応
は
？

Ⓐ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
支
援
に

続
き
、
防
災
の
目
的
も
あ
り
ま

す
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
与

し
、
防
災
無
線
の
情
報
を
送
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
米
原
地
区
の
農
村
型
地
域
振

興
交
付
金
の
使
途
は
？

Ⓐ
地
元
組
織
で
利
用
し
、
１
０
，

０
０
０
千
円
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
後
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。

Ⓠ
開
発
セ
ン
タ
ー
の
出
入
り
口

を
検
討
し
、
施
設
利
用
拡
大
の

計
画
は
？

Ⓐ
今
後
の
需
要
の
状
況
に
よ
り
、

活
用
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

総
務
課

一
般
会
計

トイレ整備が待たれるせせらぎ公園

入り口を改良し利用拡大が望まれる山村開発センター

Ⓠ
奥
大
山
周
辺
環
境
整
備
事
業

の
内
容
は
？

Ⓐ
交
付
金
の
性
格
上
、
工
事
事

業
は
出
来
ま
せ
ん
。
調
査
・
計

画
策
定
を
し
、
検
討
し
て
い
く

内
容
で
す
。

５
年
度
予
算 

他

議
員
発
議
・
陳
情
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Ⓠ
町
営
バ
ス
の
更
新
時
期
は
？

Ⓐ
10

年
、
10

万
キ
ロ
を
目
安
と

し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
空
き
家
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
支

援
事
業
の
新
設
は
？

Ⓐ
令
和
５
年
度
に
行
う
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
を
検
討
し
て
か
ら

行
い
ま
す
。

Ⓠ
第
３
子
誕
生
の
助
成
事
業
の

広
報
は
？

Ⓐ
子
育
て
支
援
策
と
合
わ
せ
て
、

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
町

内
交
流
施
設
で
の
利
用
は
？

Ⓐ
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Ⓠ
移
動
販
売
車
の
購
入
事
業
内

容
は
？

Ⓐ
１
台
増
車
し
、
軽
自
動
車
２

台
体
制
で
回
り
、
ひ
ま
わ
り
号

は
、
神
奈
川
店
に
固
定
し
ま
す
。

Ⓠ
民
間
福
祉
施
設
の
閉
所
に
対

す
る
対
応
は
？

Ⓐ
個
別
に
対
応
し
て
お
り
、
今

後
も
他
の
施
設
と
連
携
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
は
有
料
で
す
か
？

Ⓐ
１
時
間
８
０
０
円
。
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
出
来
な
い

が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
ど
こ
で
行
っ

て
い
ま
す
か
？

Ⓐ
米
子
市
内
の
病
院
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

Ⓠ
脳
ド
ッ
ク
対
象
者
が
69

歳
ま

で
と
あ
る
が
、
人
生
１
０
０
年

時
代
に
合
わ
な
い
の
で
は
？

Ⓐ
対
象
年
齢
を
精
査
し
て
み
ま

す
。

Ⓠ
農
業
委
員
の
地
区
別
は
考
え
な

い
か
？
認
定
農
業
者
の
割
合
は
？

Ⓐ
こ
れ
ま
で
の
話
を
聞
き
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
認
定

農
業
者
は
１
／
２
以
上
が
望
ま

し
い
で
す
。

Ⓠ
道
の
駅
駐
車
場
の
用
地
は
？

Ⓐ
鉄
工
所
跡
の
日
野
川
側
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
に
し
っ
か

り
と
し
た
運
営
支
援
は
？

Ⓐ
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
和
牛
農
家
を
守
る
た
め
の
継

続
的
な
支
援
は
？

Ⓐ
農
地
保
全
も
総
合
的
に
考
え
、

継
続
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

Ⓠ
猛
毒
の
茸
が
発
生
し
て
い
る

が
、
そ
の
実
態
は
？

Ⓐ
毛
無
山
、
木
谷
沢
で
確
認
さ

れ
て
お
り
、
県
の
巡
視
員
が
駆

除
し
て
い
ま
す
。

Ⓠ
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
利

用
対
象
は
町
外
の
み
か
？

Ⓐ
町
内
外
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

Ⓠ
し
っ
か
り
守
る
農
林
基
盤
交

付
金
事
業
の
地
元
負
担
率
は
？

Ⓐ
40

％
で
す
。

Ⓠ
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
？

Ⓐ
16

％
で
す
。

Ⓠ
学
校
給
食
の
米
飯
の
割
合
は
？

Ⓐ
パ
ン
食
は
、
各
学
期
１
回
の

年
間
３
回
で
、
あ
と
は
米
飯
で
す
。

Ⓠ
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
︵
ア
イ
パ
ッ
ド
︶

の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
図
る

べ
き
で
は
？

Ⓐ
今
後
さ
ら
に
活
用
を
工
夫
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
隣
保
館
活
動
に
以
前
あ
っ
た

カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
復
活
は
？

Ⓐ
集
会
所
職
員
と
相
談
し
て
検

討
し
ま
す
。

Ⓠ
議
会
事
務
調
査
で
、
図
書
館

の
可
動
式
書
架
の
設
置
要
望
が

あ
っ
た
が
？

Ⓐ
施
設
を
総
合
的
に
考
え
検
討

し
ま
す
。

Ⓠ
運
動
公
園
の
職
員
数
増
加
の

内
容
は
？

Ⓐ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
派

遣
を
や
め
、
会
計
年
度
職
員
を

採
用
し
、
３
名
体
制
と
し
ま
し

た
。

住
民
生
活
課

農
業
委
員
会

産
業
建
設
課

教
育
委
員
会

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会

神奈川店舗に代わる「ひまわり号」

サテライトオフィス予定の旧ＪＡ神奈川支所

５
年
度
予
算 

他
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

簡
易
水
道
事
業

下
水
道
等
事
業

国
民
健
康
保
険

　
　
　

(

施
設
勘
定)

Ⓠ
奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
修
繕
料

の
内
容
は
？
ま
た
、
す
べ
て
の

機
械
は
正
常
に
可
動
す
る
か
？

Ⓐ
修
繕
料
は
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ

ー
や
圧
雪
車
等
の
消
耗
品
の
交

換
で
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の
機

械
は
正
常
に
可
動
し
ま
す
。

Ⓠ
江
尾
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
は

労
働
基
準
法
等
、
労
働
三
法
は

き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
か
？

Ⓐ
ス
タ
ッ
フ
は
労
働
時
間
や
休

日
の
取
得
等
、
法
律
は
遵
守
し

て
い
ま
す
。

Ⓠ
定
年
が
近
づ
い
た
医
師
の
後

任
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
？

Ⓐ
医
師
の
定
年
が
70

歳
に
延
長

に
な
り
ま
し
た
が
、
後
任
医
師

の
確
保
は
今
後
も
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

Ⓠ
超
音
波
画
像
装
置
は
高
額
で

あ
る
が
、
リ
ー
ス
は
な
い
の

か
？

Ⓐ
リ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
が
、
購

入
と
リ
ー
ス
と
金
額
は
あ
ま
り

変
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
療

用
機
器
は
、
５
〜
７
年
で
更
新

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

購
入
し
ま
す
。

Ⓠ
地
区
診
療
所
の
旧
俣
野
小
学

校
玄
関
の
階
段
に
手
摺
り
を
付

け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ス
ロ
ー

プ
に
変
更
す
る
こ
と
は
考
え
て

な
い
か
？

Ⓐ
今
の
ま
ま
で
ス
ロ
ー
プ
に
変

更
す
る
こ
と
は
、
傾
斜
角
度
が

急
に
な
り
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
か

の
場
所
か
ら
の
ス
ロ
ー
プ
は
あ

り
ま
す
。

Ⓠ
俣
野
診
療
所
の
単
独
の
収
支

額
を
示
し
て
は
ど
う
か
？

Ⓐ
検
討
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

索
道
事
業

特
別
会
計

Ⓠ
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
具
体

的
に
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る

の
か
？

Ⓐ
警
備
会
社
に
依
頼
し
て
毎
月

１
回
﹁
お
う
か
が
い
電
話
﹂
の

形
で
近
況
等
を
聞
い
て
い
ま
す
。

Ⓠ
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま
体
重

測
定
が
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ス
ケ
ー
ル
は
70

万
円
と
高
額
だ

が
、
リ
ー
ス
も
考
慮
し
た
の

か
？

Ⓐ
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ス
ケ
ー
ル
は

10

年
以
上
使
用
可
能
な
の
で
購

入
し
た
方
が
安
価
と
判
断
し
ま

し
た
。

Ⓠ
今
年
の
大
雪
で
柿
原
地
区
が

一
週
間
程
度
の
断
水
と
な
り
、

大
災
害
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
？

Ⓐ
水
源
地
が
停
電
と
な
り
、
揚

水
ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
か
ら
で

す
。

　
停
電
が
発
生
し
た
場
合
の
警

報
装
置
が
、
未
設
置
の
た
め
被
害

が
拡
大
し
た
も
の
で
す
。
令
和
５

年
度
に
、
各
施
設
に
警
報
装
置
を

整
備
し
て
い
く
計
画
で
す
。

Ⓠ
管
路
点
検
を
す
べ
き
で
は
な

い
か
？

Ⓐ
令
和
４
年
度
は
管
路
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

も
実
施
し
ま
す
。
住
民
皆
様
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
年
度
予
算 

他

議
員
発
議
・
陳
情

改良予定の俣野診療所

柿原水源施設
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参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会

総  

務  

課

住
民
生
活
課

一 般 会 計

　令和５年度の一般会計予算について３月８日、９日、13日の３日間に渡り予算特別委員会で審査されました。

主な事業としては、佐川地区の住宅整備事業やＤＸ推進事業、消防署移転整備事業が挙げられます。特に佐川

地区の地域交流拠点整備、移住促進住宅整備事業には３億８,７００万円が計上され、今後の本町の発展が渇望

される重要な事業が実施されます。限られた財源ですが、充実した他の自治体にない公共資源を有効に活用し

て、新たな事業展開や更なる住民サービスの向上に期待するところです。

　尚、起債残高は、普通会計で４５億１,４００万円、特別会計、公営企業会計と合わせ、７３億１,０００万円と

なります｡

　以下担当課及び事業内容について委員会より参考意見が付され可決されました。

①
Ｄ

Ｘ

推
進
事
業
は
、
今
後
に

お
い
て
本
町
の
多
方
面
で
の
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
欠
か

せ
な
い
事
業
で
あ
る
。
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
事
業
推
進
が
何

よ
り
重
要
で
あ
り
、
多
角
的
な

推
進
を
期
待
す
る
。
迅
速
で
着

実
な
実
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
奥
大
山
自
然
塾
の
開
校
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ

―

ヘ
ル

ス
な
ど
他
の
事
業
展
開
に
呼
応

し
な
が
ら
、
広
く
世
界
に
向
け

て
発
信
で
き
る
事
業
と
な
る
よ

う
最
大
限
の
工
夫
で
事
業
展
開

に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
期
待

が
持
て
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
。

財
源
の
乏
し
い
本
町
に
お
い
て

は
大
き
な
存
在
と
な
り
、
今
後

も
、
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
。

幅
広
い
活
用
と
地
元
産
品
の
推

奨
も
合
わ
せ
、
更
な
る
促
進
に

努
め
ら
れ
た
い
。

①
移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
、

地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
は
、

本
町
の
人
口
減
少
を
改
善
す
る

最
重
要
事
業
で
あ
り
、
そ
の
期

待
は
大
き
く
、
町
民
の
生
活
環

境
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
で

も
あ
る
。
空
き
家
、
空
き
地
対

策
と
合
わ
せ
総
合
的
に
推
進
し

住
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
な
事
業
推
進
に
努
め
ら
れ

た
い
。

②
買
い
物
難
民
問
題
は
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

移
動
販
売
業
者
に
対
し
て
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
委
託
し
て
、
そ
の

課
題
解
消
を
進
め
て
い
る
が
、

状
況
を
鑑
み
る
と
安
心
し
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
保

証
は
な
い
。
地
元
企
業
と
十
分

連
携
を
計
り
な
が
ら
、
住
民
の

信
頼
を
得
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

予算特別委員会

参考意見

活用が検討される旧役場庁舎跡地

移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業
、

地
域
交
流
拠
点
施
設
整
備
予
定
地

　（
佐
川
旧
パ
チ
ン
コ
店
跡
地
）

５
年
度
予
算 

他



①
商
品
開
発
事
業
は
、
今
後
も

期
待
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
。
よ

り
多
く
の
商
品
化
を
進
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な
ど
、

新
た
な
販
売
促
進
開
発
を
検
討

努
力
さ
れ
た
い
。

②
農
業
振
興
は
本
町
の
基
幹
事

業
で
あ
る
が
、
現
状
は
非
常
に

厳
し
い
と
い
え
る
。
国
、
県
の

補
助
基
準
の
事
業
だ
け
で
な
く
、

中
山
間
地
に
適
合
す
る
よ
う
な
、

本
町
独
自
の
支
援
事
業
の
開
発

に
努
め
ら
れ
た
い
。

③
集
落
営
農
体
制
に
つ
い
て
は
、

そ
の
推
進
速
度
は
十
分
と
は
言

え
な
い
が
、
徐
々
に
整
い
つ
つ

あ
る
。
引
き
続
き
組
織
設
立
が

促
進
す
る
よ
う
指
導
体
制
の
確

立
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
ふ
る
さ
と
教
育
は
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
に
は
重
要
な
事
業

で
あ
る
。
江
府
町
に
関
心
と
魅

力
を
感
じ
る
教
育
の
更
な
る
充

実
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
小
地

域
懇
談
会
の
充
実
な
ど
一
層
の

人
権
教
育
の
向
上
に
努
め
ら
れ

た
い
。

②
本
町
児
童
・
生
徒
の
教
育
環

境
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
Ｉ

Ｃ

Ｔ

環
境
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
授
業
の
活
用
な
ど
、

さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
課

教
育
委
員
会

農事組合法人「すがさき」耕作地全景

（10）令和５年５月17日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

保育園移転先予定地

（佐川旧パチンコ店跡地上側）

③
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
か
ら
本
格
的
に
整
備
事
業
の

推
進
が
図
ら
れ
る
が
、
新
し
い

保
育
所
事
業
へ
の
住
民
の
期
待

は
大
き
い
。
関
係
者
の
声
を
十

分
に
尊
重
し
、
希
望
の
持
て
る

保
育
園
建
設
に
向
け
努
力
さ
れ

た
い
。

５
年
度
予
算 

他

議
員
発
議
・
陳
情



と
な
っ
た
場
合
の
警
報

装
置
が
無
か
っ
た
た
め

に
被
害
が
拡
大
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
順
次
、

各
施
設
に
警
報
装
置
を

設
置
さ
れ
た
い
。

　
令
和
５
年
度
も
管
路

点
検
を
実
施
す
る
。
特

に
ポ
ン
プ
及
び
基
盤
等

の
点
検
修
理
を
推
進
さ

れ
た
い
。
今
後
、
合
併

浄
化
槽
で
の
実
施
地
区

は
日
ノ
詰
、
大
河
原
、

美
女
石
、
大
谷
、
栗
尾

の
一
部
と
な
っ
て
お
り
、

移
住
定
住
促
進
に
も
影

響
す
る
た
め
早
期
に
実

施
さ
れ
た
い
。

 

介
護
保
険
事
業

　

(

保
険
事
業
勘
定)

索
道
事
業

 

下
水
道
等
事
業

改良が待たれる俣野診療所トイレ

　
令
和
５
年
度
に
乗
用

草
刈
り
機
を
購
入
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
奥
大

山
自
然
塾
が
開
校
し
、

多
く
の
人
々
が
ス
キ
ー

場
に
集
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
安
全

に
配
慮
し
た
上
で
、
一

層
的
確
に
、
リ
フ
ト
を

は
じ
め
と
す
る
機
器
や

環
境
の
整
備
及
び
管
理

を
さ
れ
た
い
。

　
令
和
５
年
度
は
糖
尿

病
予
防
対
策
の
委
託
料

が
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
健
診
の
充
実

等
に
よ
り
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
行
い
、
医

療
費
抑
制
を
さ
ら
に
進

め
ら
れ
た
い
。

　
診
療
所
医
師
の
定
年

退
職
年
齢
が
70

歳
と
な

り
、
現
職
医
師
の
懸
念

は
当
面
解
消
さ
れ
た
が
、

然
る
べ
き
時
点
に
お
い

て
は
、
鳥
取
大
学
医
学

部
と
連
携
を
密
に
取
り
、

後
任
医
師
の
招
聘
を
実

現
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

勤
務
時
間
や
休
日
の
取

得
な
ど
負
担
軽
減
に
も

努
め
ら
れ
た
い
。

　
旧
俣
野
小
学
校
を
利

用
し
て
地
区
診
療
が
な

さ
れ
て
い
る
。
令
和
５

年
度
は
環
境
整
備
と
し

て
手
摺
り
、
エ
ア
コ
ン

の
設
置
を
予
定
し
て
お

り

、

今

後

ク

ラ

ウ

ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
流

し
台
、
ト
イ
レ
等
の
改

修
を
考
え
て
い
る
が
、

必
要
に
応
じ
て
早
急
に

実
施
さ
れ
た
い
。

　

現

在

各

種

ケ

ア

マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
外
部

委
託
に
当
た
っ
て
は
、

良
質
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
利
用
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
る
が
、
発
注
者

の
立
場
、
ま
た
官
民
一

体
と
し
て
の
事
業
遂
行

の
た
め
に
も
職
員
の
資

格
保
有
は
有
意
義
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
今
後
に
お
い
て
は

資
格
取
得
の
機
会
を
適

時
与
え
ら
れ
た
い
。

　
介
護
老
人
保
健
施
設

あ
や
め
に
お
い
て
、
経

年
劣
化
を
理
由
に
利
用

者
用
ベ
ッ
ド
80

台
の
う

ち
40

台
の
更
新
を
計
画

し
て
い
る
。
今
後
も
導

入
方
法
に
つ
い
て
は
、

起
債
の
活
用
、
リ
ー
ス

契
約
な
ど
も
含
め
て
検

討
さ
れ
た
い
。

　
令
和
３
年
度
の
平
均

有

収

水

率

は

68.1

％

と

な
っ
て
お
り
、
令
和
２

年
度
に
比
較
し
て
3.1

％

向
上
し
て
い
る
が
、
評

価
の
水
準
に
は
な
い
。

平
均
を
下
回
っ
て
い
る

地
区
の
漏
水
調
査
と
し

て
１
５
０
万
円
計
上
し

て
い
る
の
で
、
徹
底
的

に
調
査
さ
れ
た
い
。

　
加
え
て
、
今
年
の
大

雪
で
柿
原
地
区
が
断
水

と

な

り

、

大

災

害

と

な
っ
た
。
こ
れ
は
停
電

 

簡
易
水
道
事
業

介
護
老
人
保
健
施
設

　

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

 

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

特 別 会 計
予算特別委員会

参考意見

奥大山自然塾46億年の遊歩道

令和５年５月17日発行（11）

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会

５
年
度
予
算 

他

し
ょ
う
へ
い



森田 哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

　
　
　空
き
家
問
題
は
、

地
域
の
問
題
。
空
き
家
の

活
用
は
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
る
が
、
住
民
に
認
識

が
行
き
届
い
て
い
な
い
の

で
は
。
ま
た
行
政
職
員
に

も
そ
の
認
知
度
が
低
く
、

連
携
が
十
分
に
取
れ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　空
き
家
は
個
人
の
も
の

で
、
行
政
が
強
引
に
進
め

ら
れ
な
い
。
集
落
へ
の
聞

き
取
り
調
査
や
、
帰
省
の

シ
ー
ズ
ン
に
空
き
家
相
談

会
を
開
催
し
て
い
る
。
行

政
職
員
に
つ
い
て
も
組
織

を
上
げ
て
体
制
が
と
れ
て

い
る
か
は
、
十
分
と
は
言

え
な
い
。

　
　
　空
き
家
は
個
人
資

産
で
あ
る
が
、
地
域
の
公

共
資
産
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
重
要
。
今
、
空
き
家

管
理
は
民
間
企
業
へ
の
委

託
が
全
国
的
に
増
加
中
と

あ
っ
た
。
空
き
家
管
理
を

行
政
が
支
援
す
れ
ば
、
優

良
空
き
家
の
確
保
と
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
増
加
が
期

待
で
き
る
と
考
え
る
。

　中
学
生
議
会
の
際
、
空

き
家
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
と
い
う
話
の
中
で
、
会

社
を
作
っ
て
は
ど
う
か
と

い
う
こ
と
が
過
去
に
あ
っ

た
。
取
り
組
む
機
運
が
あ

れ
ば
考
え
て
み
て
も
よ
い

と
思
う
。

　
　
　空
き
家
活
用
も
移

住
者
の
た
め
だ
け
の
活
用

は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
人
口
減
少
社
会
で
空

き
家
は
、
貴
重
な
資
源
。

空
き
家
の
多
角
的
活
用
を

考
え
る
時
で
は
な
い
か
。

周
辺
住
環
境
の
整
備
を
含

め
公
共
的
施
設
を
加
え
て
、

多
様
な
利
用
の
仕
方
を
考

え
て
み
て
は
。

　移
住
定
住
の
相
談
件
数

が
増
加
し
て
い
る
。
住
め

る
場
所
の
確
保
が
一
番
問

題
で
あ
り
、
優
先
順
位
の

一
番
は
そ
こ
だ
と
考
え
る
。

江
府
町
に
住
ん
で
い
た
だ

く
た
め
の
対
策
を
ま
ず

と
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　空
き
家
を
放
置
し

な
い
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

例
え
ば
、
要
望
の
あ
る
雨

の
日
の
遊
ぶ
場
所
へ
の
再

利
用
な
ど
。
ま
た
、
開
発

セ
ン
タ
ー
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
江
美
城
周
辺

の
常
設
展
示
場
は
江
尾
十

七
夜
と
合
わ
せ
て
、
本
町

の
象
徴
に
な
る
の
で
は
と

思
う
。

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
は

２
階
に
大
広
間
が
あ
り
、

１
階
は
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

利
用
で
き
る
。
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
官
民

が
共
同
で
利
用
出
来
れ
ば

と
思
う
。
ま
た
、
江
尾
駅

周
辺
は
、
空
き
家
の
利
用

で
、
賑
や
か
な
町
づ
く
り

が
可
能
で
は
と
も
思
う
。

　
　
　空
き
家
の
確
保
に

は
、
地
域
に
信
頼
関
係
の

あ
る
仲
立
ち
が
必
要
で
、

行
政
を
は
じ
め
区
長
等
、

民
間
、
産
業
、
学
術
研
究

な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
空

き
家
対
策
委
員
会
設
置
が

必
要
と
思
う
が
。

　行
政
だ
け
で
は
な
か
な

か
難
し
く
、
信
頼
さ
れ
て

い
る
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

協
力
は
重
要
。
た
だ
、
私

は
、
特
別
に
委
員
会
を
つ

く
ら
な
く
て
も
個
別
に
対

応
し
て
い
け
ば
よ
い
と
考

え
て
い
る
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

空き家活用の促進とその対応方法について

空
き
家
確
保
等
に
対
す

る
住
民
意
識
の
向
上
と

認
識
度
に
つ
い
て

空
き
家
管
理
な
ど
新
し

い
住
民
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
開
始
に
つ
い
て

空
き
家
の
多
角
的

活
用
に
つ
い
て

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
再
利
用
に
つ
い
て

地
域
住
民
等
と
の
連
携

に
よ
る
空
き
家
対
策
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て

多角的な再活用が期待される山村開発センター

（12）令和５年５月17日発行

参
考
意
見

予
算
の
審
議
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般
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問
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他

議
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発
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・
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位置情報が得られる小型器具

阿部 朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

　
　
　
重
そ
う
な
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
て
通
学
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
児
童

の
成
長
に
影
響
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
心
配
し
て

い
る
。
ラ
ン
ド
セ
ル
重
量

は
体
重
の
15

％
が
適
正
重

量
と
言
わ
れ
て
お
り
、
１

年
生
で
は
３
㎏
程
度
で
あ

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

学
習
の
機
会
が
増
え
て
お

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用

し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等

に
よ
る
重
量
軽
減
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
、
１

年
生
の
体
重
か
ら
換
算
す

る
と
、
大
人
が
15

㎏
の
荷

物
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る

と
同
じ
で
あ
る
と
あ
り
、

や
は
り
重
た
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
対
策
と
し

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
全
部
の

教
科
書
を
入
れ
る
事
は
物

理
的
に
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
こ
の
辺
り
の

対
策
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
か
ら
答
え
る
。

　
教
科
書
の
大
型
化
、
副

教
材
の
活
用
等
に
よ
り
重

く
な
っ
て
い
る
。
町
で
は

ラ
ン
ド
ナ
ッ
プ
の
推
奨
、

持
ち
帰
る
教
科
書
は
国
語

と
算
数
の
２
教
科
に
す
る

な
ど
重
量
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
教
科
書
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
事
も
あ

り
、
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
実
用
化
等
見
据
え

負
担
軽
減
対
策
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
　
高
齢
者
の
増
加
に

伴
い
認
知
症
の
方
も
増
加

し
て
い
る
と
考
え
る
。
認

知
症
の
方
の
中
に
は
行
方

不
明
と
な
ら
れ
る
方
も
あ

る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
り
、
位

置
情
報
が
得
ら
れ
る
小
型

の
器
具
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
利
用
し
ス
マ
ホ
で
位
置

確
認
す
る
事
で
、
短
時
間

で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

捜
査
側
の
大
幅
な
負
担
軽

減
と
な
る
と
考
え
る
。
器

具
が
５
千
円
程
度
、
通
信

料
が
月
額
５
５
０
円
程
度

で
あ
り
、
町
が
全
額
負
担

し
て
も
、
事
故
が
起
こ
っ

た
時
の
人
的
・
金
銭
的
負

担
を
考
え
る
と
財
政
的
負

担
は
軽
微
な
も
の
と
考
え

る
。
保
育
園
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
必
要
な
方
に
貸
し

出
す
と
い
っ
た
方
法
に
よ

り
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い

安
心
安
全
な
生
活
環
境
を

整
え
る
必
要
な
設
備
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
導
入
さ

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
認
知
症
の
方
の
行
方
不

明
捜
査
対
応
に
つ
い
て
は
、

自
分
も
実
際
直
面
し
た
こ

と
も
あ
り
心
配
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
行
方
不

明
と
な
っ
た
ら
警
察
と
連

携
し
て
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
る
。
エ
ア
タ
グ
と

言
う
も
の
が
あ
り
、
ス
マ

ホ
で
位
置
確
認
が
で
き
、

自
分
も
親
に
持
た
せ
て
い

る
が
、
エ
リ
ア
が
あ
り
万

能
で
は
な
い
。
町
が
全
額

負
担
と
の
事
で
あ
る
が
、

強
制
的
に
全
員
に
持
た
せ

る
事
に
は
な
ら
な
い
。
関

係
家
族
か
ら
導
入
希
望
が

あ
れ
ば
補
助
制
度
を
考
え

て
も
よ
い
が
、
や
は
り
見

守
り
が
基
本
と
考
え
る
。

町
長
答
弁

ランドセル重量軽減・認知症患者への対応は？

ラ
ン
ド
セ
ル
重
量

軽
減
の
取
り
組
み
は

認
知
症
患
者
対
策
に

つ
い
て
取
り
組
み
は

令和５年５月17日発行（13）
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議
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件　　名 提出者 審議結果付託先

コドソラ

　代　表　与那城千恵美

教育民生

常任委員会

総務経済

常任委員会

総務経済

常任委員会

総務経済

常任委員会

総務経済

常任委員会

採　択

（全員一致）

日本全体で解決すべき問題として、普天

間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・

水・土の安全の保障を求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口　一樹
江府町職員労働組合
執行委員長　田本　丈一

趣旨採択

（全員一致）

会計年度任用職員の処遇改善に向けた法

改正と雇用安定を求める陳情

平和・民主主義・豊かな暮
らしをめざす鳥取県の会
（鳥取県革新懇）

　代表世話人　山内　淳子

採　択

（全員一致）

安保関連３文書の閣議決定に抗議し、大

軍拡・大増税の中止、くらしと福祉に予

算をまわすよう求める「意見書」採択を

求める陳情

憲法改悪反対鳥取県共同センター

　代　表　田中　　暁

趣旨採択

（全員一致）

鳥取県農民運動連合会

　会　長　雑賀　敏之

政府に食料自給率の向上、持続可能な農

業経営と農村を守ることを求める陳情書

趣旨採択

（全員一致）

「安保関連3文書」閣議決定の撤回、「敵

基地攻撃能力」の保有や防衛費2倍化に反

対する意見書の提出を求める陳情書

陳情の審査結果

提出のあった陳情は、３月定例議会で審査した結果、下記のとおり決定しました。

　　　　　：会計年度任用職員の処遇改善に向けた法改正と雇用安定に関する意見書提出に

　　　　　　ついて

提出理由：陳情第一号を採択したことによる。

提　出　先：内閣総理大臣ほか担当大臣

背景と現状：２０２０年から会計年度任用職員制度がスタートしましたが、今なお、「官製

　　　　　　ワーキングプア」と揶揄される状況にあります。良質で安定した行政サービス

　　　　　　の維持・向上のためには処遇の改善、雇用の安定が急務となっています。

提　出　者：総務経済常任委員会

　　　　　　委員長　川端登志一

　　　　　：江府町議会の個人情報の保護に関する条例について

提 出 理 由：令和５年４月より施行される個人情報保護に関する３つの法と各地方公共団体

　　　　　　の個人情報条例には議会が対象となっていないため。

提　出　先：江府町議会議長

提　出　者：議会改革調査特別委員会

　　　　　　委員長　阿部朝親

受理番号及び

受理年月日

陳情第１号

令和４年

1２月８日

陳情第２号

令和４年

1２月26日

陳情第３号

令和５年

２月２日

陳情第４号

令和５年

２月13日

陳情第５号

令和５年

２月13日

発議第１号

内容

発議第２号

内容

５
年
度
予
算 

他



令和５年５月17日発行（15）

●職員の給与に関する条例他1件の一部改正を可決

●職員の定年引上げ等に伴う関係条例の整備に関する　

　条例及び個人情報保護法施行条例が制定された

●令和４年度病院事業他２件の事業会計補正予算を可決

●令和５年度病院事業他２件の事業会計予算を可決

議案以外の報告事項

・令和４年度病院事業決算見込みについて

・令和５年度病院事業等の概況について

・病院組合職員の移動及び採用について

・日野郡の医療連携に係る人事交流について

・クラウドファンディングによる人工透析送迎車の購入について

○鳥取県内でもトップクラスの地域医療を実践・教育できる病院となっており、今後

　益々日野病院独自の魅力となるよう地域医療学講座との連携を強化していきたい。

日野病院組合議会報告日野病院組合議会報告

鳥取県西部広域行政管理組合議会報告鳥取県西部広域行政管理組合議会報告

参
考
意
見

予
算
の
審
議

　

一
般
質
問

組
合
議
会

●令和５年度当初予算　57億9,845万4千円　前年対比　９億506万円（18.5％）増

　　（内 江府町負担金 １億2,150万４千円（前年対比 1,639万３千円の増））

○コロナウイルス感染症や国際情勢の不安定等により先行きが見通せない状況である

　が、公共施設等総合管理計画、施設個別計画及び消防力等整備５か年計画を踏まえ

　施設改修等に取り組みを推進する。また、令和５年度から新たに江府消防署の移転

　新築事業が開始される。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告
●衛生施設組合個人情報保護法施行条例が制定された

●衛生施設組合情報公開条例の一部改正を可決

●令和５年度衛生施設組合会計予算を可決

　総額　２億1,509万６千円（内 江府町負担金 8,291万１千円）

議案以外の報告事項

・長期継続契約物件について（令和４年度契約５年間）

　①清化園：施設警備に関する契約

　②くぬぎの森：電気設備の保安に関する契約

・くぬぎの森　覚書（黒坂７区自治会）

　ごみ処理施設継続使用に伴う更新一時金の支払い及び

　害獣（イノシシ・鹿）の焼却処理受け入れ並びに害獣

　焼却に伴う慰霊塔の建立（自治会による設置管理）

５
年
度
予
算 

他

日野病院

クリーンセンターくぬぎの森
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こ
の
度
、
「
こ
う
ふ
町
議
会

だ
よ
り
」
を
節
目
の
２
０
０
号

と
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
日
頃
よ
り
町
民
の
皆
様
に
は
、

議
会
だ
よ
り
へ
、
ご
意
見
、
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
誌
で
は
今
回
、
記
念
の
企

画
と
し
て
、
白
石
町
長
か
ら
の

寄
稿
、
歴
代
議
長
の
写
真
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昭
和
47

年
に
第
１

号
の
発
刊

以
来
、
「
議
会
だ
よ
り
」
50

年

の
歴
史
は
、
町
政
の
歩
み
を
町

民
の
皆
様
と
共
に
感
じ
ら
れ
る

も
の
と
し
て
、
広
く
認
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
の
証
明
で
も
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
江
府
町
の
発
展
の
た

め
精
進
し
、
伝
統
と
歴
史
を
重

ん
じ
、
他
に
誇
れ
る
地
方
行
政

の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
更
に
尽

力
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
輪
　
英
男

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私
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今
回
の
議
会
広
報
が
２
０
１

号
と
な
り
、
新
た
な
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
新
年
度
予
算
が
成
立

し
、
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
に

は
奥
大
山
自
然
塾
・
佐
川
地
区

に
は
移
住
定
住
を
設
定
し
た
住

宅
並
び
に
商
業
施
設
新
設
な
ど

多
く
の
事
業
が
開
始
さ
れ
る
年

度
と
な
り
ま
す
。
江
府
町
奥
大

山
江
府
学
園
も
初
め
て
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
新
入
生
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
症
は
２
類
か
ら
５
類

へ
と
な
り
ま
す
が
、
気
持
ち
的

に
は
ま
だ
ま
だ
以
前
の
生
活
に

は
戻
れ
そ
う
に
は
有
り
ま
せ

ん
。
今
後
と
も
皆
様
が
笑
顔
で

過
ご
せ
る
町
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
阿
部
　
朝
親

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

私

　
そ
ん
な
私
が
絵
本
を
好
き

に
な
っ
た
の
は
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
か
ら
で
し
た
。
生
後

三
ヶ
月
の
息
子
に
絵
本
を
読

ん
で
み
た
と
き
、
絵
と
私
の

顔
を
交
互
に
見
な
が
ら
に
こ

に
こ
と
笑
顔
に
な
り
、
手
足

を
ば
た
ば
た
と
動
か
し
て
喜

ん
で
い
る
姿
に
感
動
し
た
の

で
す
。
今
、
振
り
返
る
と
息

子
は
母
で
あ
る
私
の
表
情
や

声
に
喜
ん
で
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
、
絵

本
は
親
子
を
つ
な
ぐ
不
思
議

な
力
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
、

子
育
て
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ

テ
ム
に
な
っ
た
の
で
す
。

は
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
の
一
員
と
し
て
奥
大

山
江
府
学
園
で
の
朝
の
読
み

聞
か
せ
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
本
に

親
し
ん
で
読
書
が
大
好
き
！

と
い
う
訳
で
は
な
く

…

む
し

ろ
そ
の
逆
で
テ
レ
ビ
ば
か
り

見
て
い
て
本
の
思
い
出
は
ご

く
僅
か
で
し
た
。

私 絵
本
を
通
し
て

佐川　篠村　知子 

　
寝
る
前
に
子
ど
も
が
選
ん

だ
絵
本
を
読
む
﹁
絵
本
タ
イ

ム
﹂
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

が
、
子
ど
も
が
お
話
の
世
界

に
入
り
込
ん
で
い
る
表
情
を

見
る
と
う
ら
や
ま
し
く
な
り

ま
す
。
子
ど
も
が
絵
本
の
中

で
様
々
な
体
験
を
し
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
私
は
子

ど
も
の
頃
に
ほ
と
ん
ど
読
ま

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ふ
と

大
人
に
な
っ
て
子
ど
も
の
頃

に
好
き
で
何
度
も
読
ん
で
い

た
絵
本
に
再
会
し
た
と
き
、

部
屋
の
空
気
感
や
絵
本
の
世

界
に
一
瞬
で
入
り
込
ん
で
楽

し
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
ん
ど

い
時
や
悩
ん
で
い
る
時
に
そ

の
よ
う
な
温
か
い
思
い
出
が

ふ
わ
っ
と
心
を
包
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
が
絵
本
、
読

書
体
験
の
力
の
一
つ
な
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
と
様
々
な
絵
本

を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

一
つ
で
も
多
く
お
気
に
入
り

の
作
品
に
出
会
え
た
り
、
目

に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
絵
本

を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
が
い

つ
か
心
の
支
え
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
心
に
種
ま
き

を
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
絵

本
を
選
び
、
届
け
て
い
き
た

い
で
す
。


